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************************************************************************************ 

※『Andante：アンダンテ』とは 

「ゆっくりと歩くくらいの速さで」という意味の音楽用語です。 

皆さんは最近、ゆっくりと歩いてみたことはありますか？ 呼吸を整えて、ゆっくりと自分に

とって適度なスピードで歩いているとき、私達の視野はいつもよりぐっと広がり、忙しく過ご

す中では見過ごしがちなものに気が付くことがあります。月に一度、皆さんがふっと一息つき、

少しの時間だけでもゆっくり歩くことを思い出していただけたらと考えています。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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************************************************************************************ 

【１】北海道における自殺の現状 

◇令和7年5月末の自殺者数（暫定値）[警察庁]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察庁より令和 7年 5月末の月別自殺者数の暫定値が発表されました。 

令和 7年 5月の北海道の自殺者数は 76 人でした。また、全国の自殺者数は 1,564 人、その

うち男性は 1,076人、女性は 488人でした。 

以下に、北海道および全国の前月比と前年同月比の自殺者数を示します。 

 

1. 令和 7年 5月末と令和 7年 4月末の月別自殺者数の比較         （単位：人） 

 北海道 全国 全国（男性） 全国（女性） 

令和 7年 5月 76 1,564 1,076 488 

令和 7年 4月 80 1,638 1,169 469 

前 月 比 -4 -74 -93 +19 

 

令和 7年 5月の自殺者数は、前月比では、全国（女性）において増加、北海道、全国（総数・
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男性）において減少でした。全国 47 都道府県の中で、自殺者数が増加したのは 17、減少した

のは 25、変化なしは 5 でした。 

 

2. 令和 7年 5月と令和 6年 5月の月別自殺者数の比較           （単位：人） 

 北海道 全国 全国（男性） 全国（女性） 

令和 7年 5月 76 1,564 1,076 488 

令和 6年 5月 69 1,853 1,246 607 

前 年 比 +7 -289 -170 -119 

 

前年同月比では、北海道において増加、全国（総数・男性・女性）において減少でした。ま

た、全国 47 都道府県の中で、自殺者数が増加したのは 10、減少したのは 33、増減なしは 4で

した。 

 

参考文献 

警察庁、2025、「自殺統計」、https://www.npa.go.jp/publications/statistics/safetylife/jisatsu.html 

 

◇令和6年における年齢別自殺者数（確定値）[警察庁]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

今回は、警察庁「令和 6年中における自殺の概況」（確定値）および厚生労働省「地域にお

ける自殺の基礎資料」（発見日・発見地集計）より、全国及び北海道における年齢階級別自殺

者数をまとめます。 

 

1. 令和 6年 全国における男女別年齢階級別自殺者数、および前年比 

 総数 男性 女性 

自殺者数 前年比 自殺者数 前年比 自殺者 前年比 

総数 20,320 -1,517 13,801 -1,061 6,519 -456 

19 歳以下 800 -10 370 -61 430 +51 

20～29歳 2,465 -56 1,546 -53 919 -3 

30～39歳 2,399 -188 1,717 -166 682 -22 

40～49歳 3,214 -411 2,366 -299 848 -112 

50～59歳 3,799 -395 2,684 -255 1,115 -140 

60～69歳 2,584 -214 1,812 -119 772 -95 

70～79歳 2,685 -216 1,799 -111 886 -105 

80 歳以上 2,346 -24 1,483 +4 863 -28 

不 詳 28 -3 24 -1 4 -2 

 

全国における令和 6年中の自殺者数は 20,320 人でした。総数においては前年比 1,517 人の減

少でした。年齢別に見ると、全ての年代において減少でした。 

性別ごとにみると、男性は前年比 1,061 人の減少、女性は 456 人の減少となっています。男

性においては「80歳以上」において増加が見られ、それ以外の年齢層においては減少となって

います。女性は「19歳以下」において増加が見られ、それ以外の年齢層においては減少となっ

ています。 
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2. 令和 6年 北海道における男女別年齢階級別自殺者数、および前年比 

 総数 男性 女性 

自殺者数 前年比 自殺者数 前年比 自殺者 前年比 

総数 976 -76 645 -65 331 -11 

19 歳以下 35 -3 9 -7 26 +4 

20～29歳 114 -15 83 -3 31 -12 

30～39歳 118 +5 79 -4 39 +9 

40～49歳 173 -11 135 +4 38 -15 

50～59歳 176 -17 124 -17 52 ±0 

60～69歳 110 -19 65 -19 45 ±0 

70～79歳 142 -18 84 -21 58 +3 

80 歳以上 107 +2 65 +1 42 +1 

不 詳 1 ±0 1 +1 0 -1 

 

北海道における令和 6年中の自殺者数は 976人で、そのうち男性は 645人、女性は 331人で

した。総数においては前年比 76 人の減少でした。「不詳」を除き、年齢別に見ると、「30歳代」

「80歳以上」において増加、それ以外の年層においては減少がみられました。 

性別ごとにみると、男性は前年比 65 人の減少、女性は 11 人の減少となっています。男性は

「40歳代」「80歳以上」において増加が見られ、女性は「19歳以下」「30 歳代」「70歳代」「80

歳以上」において増加が見られます。 

 

 令和 6年の自殺者数は、前年比を見ると、全国、北海道ともに多くの年齢層において減少と

なっています。しかし、北海道では「30歳代」において女性の増加があり、「80歳以上」にお

いては男性・女性ともに微増となっています。また、「19 歳以下」では、全国・北海道ともに男

性は減少している一方で、女性の増加が大きくなっています。 

 

参考文献 

「令和 6 年中における自殺の状況」、2025、厚生労働省・援護局総務課自殺対策推進室警察庁

生活安全局生活安全企画課 

 「地域における自殺の基礎資料」、2025、厚生労働省 社会・援護局総務課自殺対策推進室調

査分析係 

 

【２】自殺について知ろう 

◇「自死遺族等を支えるために 総合的支援の手引（改訂版）」について [いのち支える自殺対策

推進センター]◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 令和 6 年 9月、いのち支える自殺対策推進センター（以下、JSCP）は、「自死遺族等を支え

るために 総合的支援の手引（改訂版）」を公表しました。 

 

本手引きは、令和 4 年に閣議決定された第 4次自殺総合対策大綱において示された内容を踏

まえ、平成 30年 11 月に作成された「自死遺族等を支えるために～総合的支援の手引～」の内

容の見直しを行ったものです。 
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本手引は、全 6章で構成されており、第 1章「はじめに／本手引について」、第 2 章「自死

遺族等が置かれがちな状況」、第 3 章「自死遺族等支援の枠組み」、第 4 章「自死遺族等の支

援の実践」、第 5章「自死遺族等の支援の取組事例」、第 6章「自死遺族等が直面し得る課題

に対する参考情報」となっています。自死遺族等と接する可能性のある地方公共団体の関係者

や支援者が、既存事業の見直しや新規事業の検討の際に活用したり、実際に自死遺族等と接し

たりする際の参考となるように、全国の取組事例なども含め、有用な情報が掲載されています。 

 

 このように多くが支援者向けの内容となっている本手引ですが、第 6章「自死遺族等が直面

し得る課題に対する参考情報」は、身近な人を自死で亡くされた方に向けた役立つ情報がまと

められています。今回は、この中から、「行う必要のある公的な手続きの流れの目安」「利用

できる可能性のある生活支援制度」「課題に対応した相談窓口」を抜粋してご紹介します。よ

り詳細について知りたい方は JSCP ホームページ（https://jscp.or.jp/izoku_support/handbook2024.h

tml）で原本の方をご確認ください。また、文末には北海道内で実施されている自死遺族支援と

して、「全道自死遺族交流会」についてまとめていますので、そちらもご参考ください。 
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1. 「自死遺族等を支えるために 総合的支援の手引（改訂版）」から抜粋 

○ 公的な手続きリスト 
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○ 利用できる可能性のある生活支援制度 

（1） 遺族年金 国民年金または厚生年金保険の被保険者または被保険者であった人

が亡くなった時に、その人によって生計を維持されていた遺族が受け

ることができる年金です。遺族年金には、「遺族基礎年金」「遺族厚

生年金」があり、亡くなった人の年金の加入状況などによって、いず

れかまたは両方の年金が支給されます。 

参考：https://www.nenkin.go.jp/service/jukyu/izokunenkin/ju

kyu-yoken/20150401-03.html 

（2） 生活福祉資金

貸付制度 

低所得の人や高齢者、障害者の人を対象に、生活を経済的に支えると

ともに、在宅福祉及び社会参加の促進を図ることを目的とした貸付制

度です。 

参考：https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/huk

ushi_kaigo/seikatsuhogo/seikatsufukushi-shikin1/index.html 

（3） 生活困窮者自

立支援制度 

働きたくても働けない、住む場所がない人などを対象に、一人ひとり

の状況に合わせた支援プランを作成し、専門の支援員が相談者に寄り

添いながら、ほかの専門機関と連携して、解決に向けた支援を行う制

度です。 

参考：https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/00

00073432.html 

（4） 生活保護制度 生活に困窮している人を対象に、困窮の程度に応じて必要な保護を行

い、健康で文化的な最低限度の生活を保障するとともに、自立を助長

することを目的とした制度です。 

参考：https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/huk

ushi_kaigo/seikatsuhogo/seikatuhogo/index.html 

（5） ひとり親家庭

等の支援制度 

ひとり親家庭や寡婦の人が、自立に向け取り組むための支援として、

「子育て、生活支援策」「就業支援策」「養育費の確保策」「経済的

支援策」が行われています。 

参考：https://www.cfa.go.jp/policies/hitori-oya/ 

（6） 災害共済給付

制度 

学校の管理下における児童生徒の災害（負傷、疾病、障害又は死亡）

について、児童生徒の保護者に対し災害給付（医療費、障害見舞金又

は死亡見舞金の給付）を行うものです。 

参考：https://www.jpnsport.go.jp/anzen/saigai/seido/tabid/7

6/Default.aspx 

（7） 就学援助制度 義務教育の円滑な実施を図るために、経済的な理由によって小、中学

校への就学が困難な児童生徒の保護者に対して、学用品費、修学旅行

費などを援助する制度です。 

参考：https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/0501

0502/017.htm 

（8） 高等学校等就

学支援金制度 

高等学校、特別支援学校（高等部）、高等専門学校（１～３年生）、

専修学校（高等課程）などに通う学生を対象に、返還不要の授業料支

援が受けられる制度です。保護者などの負傷、疾病による療養のため

勤務できないこと、自己の責めに帰することのできない理由による離

職など、従前得ていた収入を得ることができない場合、家計急変事由
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が発生した場合に支援する制度もあります。 

参考：https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/1

342674.htm 

（9） 高等教育の修

学支援新制度（授業

料等減免と給付型

奨学金支給） 

世帯収入や資産の要件を満たしていることと、学ぶ意欲がある学生で

あることの2つの要件を満たす学生を対象に、授業料、入学金の免除

または減額（授業料等減免）と給付型奨学金の支給の2つの支援によ

り大学や専門学校などで安心して学んでもらうための制度です。 

参考：https://www.mext.go.jp/kyufu/index.htm 

（10） 国の教育ロ

ーン 

高校、大学、専修学校に通うこどもを養育する親を対象に、授業料の

ほか、学校納付金、受験費用、自宅外通学に必要な住居費用、教科書

代、海外留学にかかる費用、自宅外通学の場合の住居費用などに対す

る融資です。 

参考：https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/ippan.html 

（11） 奨学金制度

（日本学生支援機

構） 

一定の要件を満たした大学、短期大学、高等専門学校（4年、5年）、

専門学校に通う学生を対象に、学費などを支援する給付型及び貸与型

の奨学金制度です。 

参考：https://www.jasso.go.jp/ 

（12） 奨学金制度

（あしなが育英会） 

病気や災害、自死で親を亡くしたまたは親が 1 級から 5 級の障がい

認定を受けている家庭のこどもを対象に、高校、大学、専門学校、大

学院に進学するための無利子の奨学金です。入学一時金の貸与や、一

部給付の奨学金もあります。 

参考：https://www.ashinaga.org/scholarship/for-applicants/ 

 

○ 課題に対応した電話相談窓口など 

地方公共団体の相談窓口 全国精神保健福祉センター一覧 

https://www.zmhwc.jp/centerlist.html 

臨床心理士の相談窓口 定例電話相談（一般社団法人日本臨床心理士会） 

https://www.jsccp.jp/tel/ 

法律の相談窓口 法テラス・サポートダイヤル（日本司法支援センター）

https://www.houterasu.or.jp/site/soudanmadoguchi-

houseido/ 

全国自死遺族法律相談ホットライン（自死遺族支援弁護団） 

https://jishiizoku-law.org/ 

過労死の相談窓口 過労死110番（過労死弁護団全国連絡会議） 

https://karoshi.jp/ 

民間団体による相談 自死遺族相談ダイヤル（特定非営利活動法人全国自死遺族総合

支援センター） 

https://izoku-center.or.jp/tel/ 

自死遺族傾聴電話（特定非営利活動法人グリーフケア・サポー

トプラザ） 

https://www.jishi-griefcare.org/ 
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2. 北海道における自死遺族支援の取り組み 

○ 全道自死遺族交流会 

自死遺族の方同士が語り合える集いがあります。ご家族としての気持ちを誰かに話したり、

相談したりすることで、こころが楽になることがあります。自分自身のためのカウンセリング

をうけてもよいのです。つらい気持ちを話してみたら楽になるかも知れません。 

 

【道央】 

自死遺族のための交流会 

自死遺族の思いを語る集い「癒しの会」 

石狩自死遺族の会 

自死遺族交流会ひまわりの会 

【道南】 

自死遺族のつどい「道南わかちあいの会 あかり」 

【道北】 

旭川自死遺族わかちあいの会 

【道東】 

そよ風の会 

自死遺族のための「わかちあいの会With（ウィズ）」 

 

※ 各会への連絡先など、詳細情報については、北海道立精神保健福祉センターのホームペー

ジ内の「大切な人をなくされた方へ」のページ（https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/153001.html）

をご覧ください。また、電話相談の窓口や一般的な手続きチェックリスト、各種リーフレット

も公開されています。 

※ 最新の開催状況等は各会にお問い合わせください。 

 

 

 

引用文献 

いのち支える自殺対策推進センター、2024、「自死遺族等を支えるために 総合的支援の手

引（改訂版）」、https://jscp.or.jp/izoku_support/handbook2024.html 

  



9 

 

【３】お知らせ 

◇ 精神保健福祉センターでは、こころの電話相談を次の時間帯で行っています。 

月曜から金曜日 9:00～21:00 

土曜・日曜・祝日（12 月 29 日～1月 3 日を除く） 10:00～16:00 

 Tel：0570-064-556 

※ご相談の電話が集中しますと、つながりにくい状態になりますがご了承ください。 

  

◇ 現在北海道でも、こころの健康 SNS（LINE）相談が開設されています。 

 詳しくは、下記のリンクをご覧ください。 

 

北海道こころの健康 SNS相談窓口：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/shf/linesoudan.html 

 

◇ ホームページをご覧ください 

北海道地域自殺対策推進センターのホームページを開設しています。最新の北海道の状況を

掲載しており、より情報を見やすく、分かりやすくお伝えできるよう心がけています。また、

Andanteのバックナンバーへのリンクもございますので是非ご覧ください。 

 

ホームページURL：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/a0002/ 

 

【４】編集後記 

 北海道でもいよいよ衣替えの季節となりました。私は毎年のように夏バテをする側の人間な

ので、今年の夏こそはあまり暑くならないよう祈るばかりです。 

さて、自殺に関するニュースですが、先日、自殺対策基本法の一部を改正する法律の公布が

ありました。子どもの自殺者数が減らない現状、令和 6 年の子どもの自殺が過去最多となった

ことから、極めて憂慮すべき事態が生じているとし、基本理念に子どもに係る自殺対策が社会

全体で取り組むことを基本として行わなければならないこと等が明記されました。また、子ど

もの自殺の防止等について学校の責務を明らかにするほか、基本的施策を拡充し地方公共団体

が子どもの自殺の防止等について必要に応じて協議会を設置することができることも盛り込

まれています。これによって少しでも子どもの自殺を取り巻く状況が少しでも快方に向かうよ

う期待したく思います。 

 

いつもご愛読ありがとうございます。 

次号 Vol.193 は、令和 7 年 7 月末に北海道立精神保健福祉センターホームページ上で公開予

定です。 

 

＊ご質問、ご要望等お問い合わせ先＊ 

北海道立精神保健福祉センター 

札幌市白石区本通 16丁目北 6番 34号 

Tel 011-864-7121／Fax 011-864-9546 

URL https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/ 

Mail hofuku.seishin1@pref.hokkaido.lg.jp 


